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【論　文】

保育者の非認知能力が保育の質に与える影響
Influence of childcare workers non-cognitive abilities on the quality of 

early childhood education and care

蛯　原　正　貴 

概　要
　幼児教育分野で注目を集めている非認知能力であるが，その非認知能力を育む側である
保育者の非認知能力に関しては，保育にどのような影響を与えるのかを含め，研究が進め
られていない。そこで，本研究では保育者自身の非認知能力が保育の質に影響を与えるの
かどうかを検討することとした。対象は保育者229名とし，非認知能力（セルフコントロー
ル，肯定的自尊感情，否定的自尊感情）と保育実践力を測定した。その結果，肯定的自尊
感情が保育実践力（生活環境の理解力，子ども理解に基づく関わり力，環境構成力）に影
響を与え，セルフコントロールがこども理解に基づく関わり力，環境構成力に影響を与え
ることが示された。

［キーワード］非認知能力，保育の質
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1.	 はじめに

　近年，幼児教育において「非認知能力」が注
目されている。非認知能力とは，認知能力（IQ
や学業成績などの直接数値化できる能力）以外
の能力の総称であり，直接的に測定することの
できない「人格」や「人間性」といった個人の
特性等を広く指す言葉である。この非認知能力
はもともと心理学分野で研究が進められていた
が，経済学者であるHeckmanらの調査報告に
より幼児期の教育に注目が集まることとなった。
Heckmanら （2010） は幼児を対象とした教育介
入を行い，その後40年以上の追跡調査を行った
ところ，調査対象者は非対象者に比べてより良
い生活 （犯罪率が低く，年収が高いなど） を送っ
ていることが明らかとなった。この報告では，調
査対象者と非対象者のIQを比較しており，小学
校中学年以降においてその差はなくなっていっ

たにもかかわらず，40代での生活には明らかな
差が生じていたことから，認知以外の能力，つ
まり，粘り強さや自制心などの非認知能力が影
響を及ぼしていたと結論付けている。
　先述したHeckmanらの報告から早期の教育
介入に注目が集まり， 乳幼児を対象とする保育
現場においては，「保育の質」がこれまで以上
に問われている。保育の質に関する研究につい
ては， ECERS （Early Childhood Environmental 
Rating Scale, Harms et al, 1980）や ITERS 

（Infant/Toddler Environment Rating Scale，
Harms et al, 1990） といった量的評価尺度が国
際的に使用されてきたが，OECD （2006） が「志
向性」「構造」「教育の概念と実践」「相互作用あ
るいはプロセス」「実施運営」「子どもの成果あ
るいはパフォーマンス」といった 6 つの観点を
示したことから，日本においても保育過程の質
を捉える量的評価尺度が徐々に使用されるよう
になってきている。例えば，藤澤・中室 （2017） 
は，保育環境評価スケール （乳児版：ITERS） 
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及び乳幼児発達スケール（KIDS）を用いて小規
模保育園と中規模保育園の保育環境を比較した
ところ，全般的に小規模保育園の保育環境の質
のほうが良好であったことを報告している。ま
た，埋橋・岡部（2019）は保育環境評価スケー
ル（ECERS）を手引きとして利用し，対象幼
稚園を数年にわたって調査した結果，保育者の
意識や環境が改善したことを報告している。木
村・橋川（2008）の研究においては，自己評価
ではあるが，保育実践力を量的な指標として捉
える尺度の開発を行い，保育者の専門性に関わ
る要因を評価している。このように，「保育の
質」を量的な評価として可視化することで，よ
り具体的な改善策を講じることが可能となって
きている。
　保育の質を評価するための研究に併せて，保
育の質を高めるための研究も進められている（山
田，2016；八田，2018；井口，2020）。特に，非
認知能力の向上を目指した研究としては，幼児
を対象とした指導法に関する研究が多数行われ
ている（橋本，2019；西川，2020；胡，2020）。
一方で，質の高い保育を行うためには保育者自
身の非認知能力を高める必要があるとの指摘も
なされている。秋田ら（2015）は保育者自身の
非認知能力を高めるために，保育者が異質な人
と意見を交わし，他者との価値観の共通点や相
違点を知り，自分のよさを自覚することが重要
だと指摘している。また，黒澤ら（2015）は教
師力（教師の総合的な力量）を高めるためには，
指導技術的な側面である「専門的力量」はもち
ろんのこと，人間の資質的な側面である「人間
的力量」を高めることが必要であると指摘して
いる。さらに，無藤（2016）は保育者が非認知
能力について深く理解し，遊びや生活に見通し
をもつためには，非認知面の観点をもった園内
研修が必要であることを指摘している。このよ
うな指摘は，保育者のもつ非認知能力が保育の
質に影響を及ぼすことを示唆していると考えら
れる。しかしながら，保育者自身の非認知能力
についてはほとんど研究が行われておらず，遠
藤ら（2017）が乳児期から青年期までを対象と
した大規模な非認知能力研究を行っているもの
の，保育者はもちろん，成人の非認知能力を対

象とした研究は見当たらない。保育者がもつ非
認知能力の特徴や保育の質に影響する要因の特
定ができれば，保育の質を向上させるための新
たな視点の獲得が期待できる。例えば，個人レ
ベルで保育の質を向上させようとした場合，多
くの保育者が子ども理解に関する知識や保育技
術の獲得，保育環境の改善といった方法を思い
浮かべると推察する。しかし，そこで自身の日
常生活における自制心や共感的態度といった非
認知能力に目を向け，改善することができれば，
これまでになかった方法で保育の質を高められ
る可能性がある。
　そこで，本研究では保育者自身の非認知能力
が保育の質に与える影響について検討する。

2.	 研究方法

1） 調査対象及び調査方法
　N県内にある 120 園の幼稚園，保育所，幼保
連携型認定こども園で勤務する保育者 600 名を
対象として，郵送による質問紙調査を実施した。
調査は無記名，自記式で行い，その結果 270 名
からの回答を得た（回収率 45.0％）。そのうち，
欠損値のない 229 名を調査対象とした（有効回
答率 84.8％）。調査は 2021 年 8 月 17 日から 9 月
17 日までの約 3 週間で行い，調査依頼文には本
調査が任意であること，返送をもって本研究に
同意したとみなすこと，回答用紙は機密書類と
して適切に保管，破棄することなどを記載した。

2）質問項目
　本研究で焦点をあてる非認知能力はセルフコ
ントロール （自制心），自尊感情の 2 つである。
数多くある非認知能力からこの 2 つを選んだ理
由としては，乳児から青年期を対象とした教育
的営為の中で，他の構成要素と比べた場合，相
対的に変容可能性及び汎化可能性が高いとされ
ているからである （遠藤， 2017）。本研究では成
人を対象とするものの，生涯における可変性及
び教育や環境等による成長可能性を示す知見が
得られているコンピテンスであるため（遠藤， 
2017）， 先述した2つの尺度を用いることとした。
　保育の質の測定には保育実践力尺度を選択し
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た。保育実践力尺度は保育に関する知識やスキ
ルを実践の中で活用する力を測定する尺度であ
る。自己評価であるため，厳密には保育者自身
による実践力の認知を対象とするものではある
が，保育の質に直結する保育実践力を量的に測
定しうる唯一の尺度であることから，保育実践
力尺度を用いることとした。

①セルフコントロール尺度
　セルフコントロールを測定する尺度として，
Tangney et al.（2004）によって開発され，尾崎
ら（2016）によって邦訳されたBrief Self-Control 
Scale の短縮版（BSCS-J）を使用した（全13項
目）。質問項目は「全く当てはまらない （1）」か
ら「とてもあてはまる （5）」の 5 段階で評定す
るよう回答を求めた。

②自尊感情
　自尊感情を測定する尺度として，Rosenberg 
Self-Esteem Scaleの邦訳版（RSES-J）（Mimura・
Griffiths，2007）を使用した（全10項目）。この
尺度は１因子構造とされているものの，近年の
研究では肯定的自尊感情（5 項目）と否定的自
尊感情（5項目）の2因子構造であることを指摘
する研究もあることから（清水・吉田，2008；
福留ら，2017；福留・森永，2019），1因子構造
及び 2 因子構造で検証的因子分析を行った。そ
の結果，2 因子構造モデルの適合度のほうが高
かったため，本研究では 2 因子構造として研究
を進めた。質問項目は「強くそう思わない（1）」
から「強くそう思う（4）」の 4 段階で評定する
よう回答を求めた。

③保育実践力
　保育実践力を測定する尺度として，木村・橋
川（2008）が開発し，上山・杉村（2015）が保育
者用に再編した保育実践力尺度を使用した（全
23項目）。この尺度は，生活環境の理解力（8項
目），子ども理解に基づく関わり力（9項目），環
境構成力（6 項目）で構成されている。質問項
目は「全く当てはまらない（1）」から「とても
あてはまる（5）」の 5 段階で評定するよう回答
を求めた。

3）統計解析
　各尺度の妥当性を検討するため検証的因子分
析を行い，信頼性を検討するため，α係数による
内的整合性を求めた。そして，各尺度の基本統
計量及び相関関係を算出し，セルフコントロー
ル尺度及び自尊感情尺度を独立変数，保育実践
力尺度を従属変数とする重回帰分析を行った

（強制役入法）。検証的因子分析及び重回帰分析
における統計的な有意水準は5％とした。なお，
統計解析ソフトはAmos 26及びSPSS Statistics 
27 を使用した。

3.	 結果

1）尺度の妥当性及び信頼性
　各尺度の妥当性を検討するため，検証的因子
分析を行ったところ，セルフコントロール尺度

（GFI＝.886, AGFI＝.841, CFI＝.797, RMSEA
＝ .088）， 自 尊 感 情 尺 度（GFI ＝ .943, AGFI
＝.908, CFI＝.948, RMSEA＝.067），保育実践
力尺度（GFI ＝ .832, AGFI ＝ .798, CFI ＝ .831, 
RMSEA＝.077）といった，いずれも一定水準
の許容範囲内である適合指標が示された。
　各尺度の信頼性を検討するため，α係数による
内的整合性を算出したところ，セルフコントロー
ル尺度.78，自尊感情尺度（肯定的自尊感情.78，
否定的自尊感情.77），保育実践力尺度（生活環境
の理解力.80，子ども理解に基づく関わり力.81，
環境構成力.79）のいずれも一定水準以上の値が
示された。

2）尺度の相関関係
　各尺度の基本統計量（表1）及び相関関係（表
2）を算出した。非認知能力と保育実践力との相
関関係について，生活環境の理解力は肯定的自
尊感情と弱い正の相関が示されたものの，その
他の尺度とはほとんど相関がないことが示され
た。子ども理解に基づく関わり力と環境構成力
については，セルフコントロール及び肯定的自
尊感情と弱い正の相関が示され，否定的自尊感
情とはほとんど相関がないことが示された。
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表 1．基本統計量

平均値 標準偏差 歪度 尖度
セルフコントロール 3.0806 0.47123 -0.061 0.006
肯定的自尊感情 2.5354 0.44645 -0.452 0.627
否定的自尊感情 2.4487 0.50256 -0.193 0.560
生活環境の理解力 3.8766 0.33880 -0.129 2.026
子ども理解に基づく関わり力 3.7846 0.37544 -0.286 0.831
環境構成力 3.7482 0.41641 -0.837 2.586

表 2．相関行列

1 2 3 4 5 6
1 セルフコントロール －
2 肯定的自尊感情 .262** －
3 否定的自尊感情 .373** 604** －
4 生活環境の理解力 .186** .320** .183** －
5 子ども理解に基づく関わり力 .226** .281** .175** .790** －
6 環境構成力 .264** .235** .144* .713** .736** －

*：p<.05　**：p<.01

表 3．重回帰分析の結果

従属変数 独立変数 β ｔ
生活環境の理解力

セルフコントロール .12 1.83
肯定的自尊感情 .32** 4.09
否定的自尊感情 -.06 -.70

F 9.79
R2 .12**
Adj.R2 .10**
子ども理解に基づく関わり力

セルフコントロール .18* 2.58
肯定的自尊感情 .27** 3.36
否定的自尊感情 -.05 -.63

F 8.86
R2 .11**
Adj.R2 .09**
環境構成力

セルフコントロール .24** 3.44
肯定的自尊感情 .22** 2.76
否定的自尊感情 -.08 -.92

F 8.54
R2 .10**
Adj.R2 .09**

**：p<.01　*：p<.05
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3）重回帰分析
　非認知能力（セルフコントロール，肯定的自
尊感情，否定的自尊感情）を独立変数，保育実
践力（生活環境の理解力，子ども理解に基づく
関わり力，環境構成力）を従属変数として，強
制投入法による重回帰分析を行った（表 3）。
　生活環境の理解力への影響として，肯定的自
尊感情 （β＝.32） からの影響が示された。肯定的
自尊感情による生活環境の理解力の分散説明率
は10.4％であった。子ども理解に基づく関わり力
への影響として，セルフコントロール （β＝.18）
及び肯定的自尊感情 （β＝.27） からの影響が示
された。これら 2 つの変数による子ども理解に
基づく関わり力の分散説明率は 9.4％であった。
環境構成力への影響として，セルフコントロー
ル （β＝.24） 及び肯定的自尊感情 （β＝.22）から
の影響が示された。これら 2 つの変数による環
境構成力の分散説明率は 9.0％であった。
 

4.	 考察

　本研究の目的は，保育者のもつ非認知能力（自
制心，自尊感情）が保育実践力に与える影響に
ついて検討することであった。
　尺度間の相関関係については，セルフコント
ロールと 2 つの自尊感情との間に相関がみられ
たことに言及しておきたい。セルフコントロー
ルと自尊感情の間に関係がみられることは先行
研究においても報告されており（金子，2013），
本研究の結果も同様に相関がみられた。2 つの
自尊感情のうち，否定的自尊感情とセルフコン
トロールの相関のほうが高かった理由について
は，否定的自尊感情を感じる場面のほうがセル
フコントロールをより必要とするからであると
考えられる。否定的自尊感情は「否定的自己像
の拒否」と解釈されており（福留・森永，2019），
否定的な評価を与えられたときにそれを拒否す
る反応とされている。そのため，セルフコント
ロールの「比較的望ましくない目標追及を抑制
する」という一面とより類似性が高かったと考
えられた。
　重回帰分析の結果について，肯定的自尊感情
が保育実践力に影響を与えることが明らかと

なった。自尊感情は，人の幅広い精神的健康や
社会的な適応および成功といった特徴と密接
な関連があると考えられており（箕浦・成田，
2015），保育現場という日々変化の伴う環境下に
適応するためには，高い自尊感情を備えてくこ
とが望ましいと考えられる注1。なかでも，他の
尺度と比べて影響力が大きく示された生活環境
の理解力は，園生活はもちろん，家庭生活や社
会生活といった生活環境全般への理解力を示し
た尺度であり，幅広い対応力が求められること
から，より高い自尊感情が求められるのではな
いかと考えられる。
　セルフコントロールについては，こども理解
に基づく関わり力，環境構成力への影響が示さ
れたが，こども理解に基づく関わり力，環境構
成力は主に保育中に関わる項目が多いことから，
セルフコントロールは保育中の出来事に影響を
及ぼすと考えられる。セルフコントロールとは，
複数の目標間に葛藤が生じたとき，長期的／抽
象的／社会的な価値において比較的に望ましい
目標を追求し，望ましくない目標を抑制するこ
ととされており（尾崎ら，2016），保育中に生じ
る様々な葛藤場面で必要とされる能力であると
考えられる。葛藤が生じた際，その場を収める
ための対応ではなく，教育的・保育的配慮を踏
まえた対応を選択することが保育の場における
セルフコントロールの成功といえる。しかしな
がら，教育的・保育的配慮には正解がなく，ど
のような対応が適切であるというマニュアルが
あるわけではない。そのため，各場面において
教育的・保育的配慮を踏まえた対応とはどのよ
うなものか，という思考を巡らせること自体が
結果的にこども理解に基づく関わり力，環境構
成力へとつながっていくのではないかと考えら
れる。
　本研究の限界としては，一部の非認知能力し
か測定できていないこと，保育実践力尺度が自
己評価であることが挙げられる。非認知能力と
は認知能力以外の能力を示す幅の広い言葉であ
り，遠藤ら（2017）が行った大規模調査におい
ても60以上の尺度が使用されている。本研究で
測定した尺度はその中のわずか 2 つの尺度であ
り，その分析から保育者のもつ非認知能力が保
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育実践力に影響を及ぼすとは断定できない。ま
た，今回使用した保育実践力尺度は，あくまで
自己評価であり，保育実践力の認知という捉え
方となっている。そのため，保育現場における
実践力を厳密に反映しているとはいえない。た
だし，保育実践力を含む保育の質の捉え方には
定義がなく，その測定方法についても多岐にわ
たっている。そのため，多様な尺度を使用した
場合においても本研究と同様に，非認知能力か
らの影響が示されるかどうか検討が必要である。

5.	 結論

　本研究では，保育者自身の非認知能力が保育
の質に与える影響について検討した結果，以下
の知見を得た。
（1）肯定的自尊感情が保育実践力（生活環境

の理解力，子ども理解に基づく関わり力，
環境構成力）に影響を与えることが示され
た。

（2）セルフコントロールがこども理解に基づ
く関わり力，環境構成力に影響を与えるこ
とが示された。

　今回の研究では，保育者のもつ非認知能力が
保育の質に与える影響が示されたものの，影響
力としては小さいものであった。しかしながら，
影響力が示されたことで，保育の質を高めるた
めの新たな視点が獲得できたと考えられる。今
後は，他の非認知能力が与える影響についても
検討するとともに，保育の質の捉え方について
も検討していく必要がある。

注
注1）　ここで扱う自尊感情とは特性自尊感情のことを指

している。自尊感情にはパーソナリティ特性のよう
な個人の安定的な特徴である特性自尊感情と，個人
の経験や認知によって状態的に変化する状態自尊感
情が存在しており，特性自尊感情は長時間をかけて
緩やかに変化するとされている。非認知能力は短期
間で劇的に変化する能力ではないため，本研究では
特性自尊感情を自尊感情として扱っている。

付記
　本研究の趣旨にご賛同いただき， ご協力くださ
いました保育者の皆様に深く感謝申し上げます。
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